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不 足 す る 駐 輪 場 対 策 を 求 め
〜 川 崎 市 自 転 車 活 用 推 進 計 画 〜

宮前区の自転車の通行環境の整備として計画に、危険箇所、危険区間として45箇所位置付けて

います。令和5年度の整備改良としては、市道鷺沼52号線の鷺沼小学校前や、市道有馬38号線、有

馬222号線の川崎北高校前の整備、また、市道尻手黒川線の宮前平駅を中心とした、土橋交差点か

ら馬絹交差点までの間を位置付けています。筆者の意見として議会で述べたのは、2期期間におい

て、区内道路のハード面とソフト面の整備を確実に実施し、交通事故抑止につなげるよう要望しまし

た。また、かわさき市政だよりの宮前区版12月号表紙には「ヘルメット 着けて防ごう致命傷」を標語

に掲げ、自転車に関連した交通事故防止の広報・啓発を行なっていました。乗る側にあっても、こうし

たルール・マナーの実践も、併せて重要になります。引き続き、事故発生の抑止となるよう、自転車

の通行環境の整備促進に取組んで参ります。

川崎市議会12月定例会において、不足する駐輪場対策を議論

しました。市民の声の一部には、駐輪場の不足を指摘する声が

あります。現在の宮前区の人口は23万5145人です。川崎市総合

計画第3期実施計画の将来人口推計によると、令和12年（2030年）

から令和17年（2035年）までをピーク時と捉え、24万3千400人

と予測しています。データからも分かるように、これからの区

の人口は10年間、人口増を見込んでいます。自転車を利用する

区民も比例して増える事が推測できます。川崎市自転車活用推

進計画では、自転車の通行環境の整備、駐輪対策、自転車の活

用、ルール・マナー啓発の、4つの基本政策を掲げています。今

月はその1つにある、駐輪対策を取り上げ、議会でのやり取りを

まとめてみました。

議会の質問では、宮前区内の駐輪場不足をどう捉え、対策を行なっているのか質しました。

回答によると、駐輪需要を踏まえた市営駐輪場整備の推進として、宮前区内にある宮崎台、

宮前平、鷺沼の3駅周辺において市営15か所、民間4か所、合計19か所の駐輪場を設置してい

ます。収容台数は3,739台です。本市において毎年実施している利用実態調査では、宮前区に

おける利用率は近年、70～80％台で推移しています。特に宮崎台駅では、駐輪場の設置場所

により利用率が高い所や、時間帯によっては満車となる駐輪場もあり、本市として課題だと

認識しています。

近年、子ども乗せた自転車等、大型化した自転車の利用者が増加する等、利用状況やニー

ズ等が変化しています。駐輪需要を踏まえた柔軟な対応としで既存施設の改修や新たな整備

を進めています。宮前平駅周辺第2施設では、ラックの撤去による子ども乗せ自転車の駐輪ス

ぺースを拡充しました。宮崎台駅周辺第6施設では、令和6年4月からの供用開始に向けて、現

在、増設工事を施工しています。

宮前区内の駐輪場対策については、令和元年12月市議会定例会においても議論していまし

た。当時から、宮前区内の各駅では駐輪需要が多く、時間帯によっては満車となる駐輪場も

ありました。特に宮崎台駅周辺では過去に、暫定的に歩道上に線を引き、駐輪場として活用

してきた経緯もありました。今回の増設は、JAセレサ川崎のご協力もあり、令和6年4月から

供用に向けて駐輪場の拡大を図っています。引き続き、議会において、駐輪需要に対応した

適切な整備を行なっていくよう求めて参ります。




